
先日，2 年 3 組で研究授業がありました。2 年生の説明文では，「中心となる語や文を見付ける

力」が必要です。授業者の山口先生は，「全員が出来た！分かった！」と言える授業にしたいと，

多くの手立てを組まれながら単元を考えられました。タブレットを使った授業にもチャレンジして

くださり，新たな可能性を感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年 1２月８日 

廿日市市立佐方小学校 

教務部 No.７ 

研修便り 

ひまわり 

単元の流れについて 「どうぶつのひみつをさぐろう 

『ビーバーの大工事』」 

【第１時】学習のゴールイメージをもち，単元のめあてを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２～８時】 クイズ作りを通して，教材文「ビーバーの大工事」の内容を読み取る。（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第９～15時】 自分が調べた動物について「動物なるほどクイズ」を作って紹介する。 

 

単元のゴールは，「動物

について調べて分かった

ことを『動物なるほどク

イズ』にして学校のみん

なに紹介しよう」です。

「問題」と「答え」を書

くだけではなく，その答

えになる「理由」も付け

て，より分かりやすくし

ていくのが目標です！ 

☆身に付けたい力 

〇 文章の中の重要な語

や文を選び出す力 

〇 事柄の順序を考え

て，内容の大体をとら

える力 

〇 「問題」「答え」「理由」

のまとまりを明確にし

て書く力 

本時で出てきた３つのキ

ーワードは，子どもたちの驚

きやクイズにしたい所を中

心にしぼっていきました。 

 いよいよ「動物なるほどクイズ」を作ります。３つのコツをしっか

りと活用して，より分かりやすいクイズにしていきます。 

 さて，「なるほどポーズ」は出てくるでしょうか？？ 

クイズ作りのコツは３つです。 
教材文の主人公ビーバーについて
のクイズを場面ごとに段階的にレ
ベルアップして作らせました。どの
ような問題にするのか，どの言葉を
答えにするのかを考えながら，内容
を正しく読み取っていきました。 
 クイズ作りの４つ目のコツとし
て，「『文章中から抜き出すこと』を
加えても良かった」と教頭先生から
アドバイスがありました。 

焦点化 

焦点化 

焦点化 

視覚化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山口先生は，「全員が分かる」授業を目指されて様々な 

手立てを組まれていました。机上を整理するために，ノー 

トではなく，マス目の付いた付箋を机に貼らせていたり， 

「答え」と「理由」のつながりが見えるように，スライド 

のレイアウトを工夫したりしていました。緊張しながらも， 

生き生きと頑張る３組さんの姿がとても素敵でした。 

【協議の柱】 

☆ 「理由」の必要性に気付かせるための手立ての工夫 

 

 

 

 

 

【協議の柱】 

☆ ビーバーの巣作りとダムを作る目的との関係を明確に読み取らせ，クイズを正しく作らせる

ための手立て 

 

 

カバクイズを出すことで，
児童の興味を引き出してい
ました。「理由」があること
で，「なるほど！」「あ～！」
といった声も上がっていま
した。めあても自分たちの言
葉で立てていました。 

◇相手意識をもたせるために… 
① 先生に問題と答えだけのク
イズを出してみる。 

 ⇒あまり盛り上がらない！？ 
② 「理由」を付けると，「なるほ
どレベルが上がるかも！！ 

と自分たちの作ったクイズを通 
して気付かせても良かった。 

◇図だけではなく，映像や立体等
で表すことで，より内容の理解に
つながった。 
◇「〇ページの～行目」と言葉で
説明する力も大切。 
◇個人でまず，自分の答えの理由
となる部分を探してみてもよか
った。（個人思考の時間の確保） 
◇同じ理由の人同士で集まって，
互いの書いたことを比較できる
と，答えと理由の整合性をより高
めることができた。 

 タブレットを持
ち歩いて，見せ合う
こともできる！！ 

◇本時では，コツ②の「言葉を付
け足したりけずったりする」では
なく，コツ③の「答えに合った理
由を付ける」ことに焦点化しても
よかった。答えが同じでも，理由
が異なる二つのクイズを提示し
て，より良い理由はどんなものか
をみんなで吟味していっても良
かった。 
 
◇クイズを書く際に，文章を作る
力が顕著に表れる。「主語は必ず
書く」等，文章力をアップさせて
いく必要がある。 

本時の授業について，協議の柱をもとに先生方からいただいた意見について 

図と文章をつなぎながら
読み取っていくことで，視
覚的にも内容の理解を深め
ていくことができていまし
た。また，先生が図を描く時
に，わざと「こうじゃな
い？」間違えることで，児童
が自ら「気付く」ように工夫
されていました。 

教科書に線を引かせること
で，「叙述を基に理由を考え
る」ことを児童が意識できて
いました。 
 

タブレットを見せ合い，
互いのクイズを見ながらア
ドバイスをする時間が設け
られていました。先生が，
文章をより分かりやすくす
るためにどう修正していっ
たらよいかを例示されてい
たので，児童もそれを意識
してアドバイスし合うこと
ができていました。 
→主体的・協働的な学びに
つながります！！ 

焦点化 

視覚化 

焦点化 

共有化 



 

 

 

 今回，２年生の先生方がＩＣＴを活用した授業を提案してくださいました。新しいことにチャレンジするにあ

たり，事前準備や児童への指導等大変なことも多かったと思います。ありがとうございました。    

研修では，「Jamboard」と「スタディネット」の使い方を教えていただいたのでご紹介します。 

 

★Jamboardの活用について★ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

ＩＣＴミニ研修 

①「Jamboard」を開き，「＋」をク
リックして，新規作成をする。 

②画像やワークシートを入れたい場合
は，「画像を追加」をクリックする。 

③事前に画像を入れておいたフォルダを開き，
ドラッグして挿入する。他にも書き加えたい場
合は，あらかじめフレームに書き込んでおく。 

④右上の「３つの点マーク」をクリックし
て，「フレームを画像として保存」 

⑤すると，右下（左下）に保存した画像が出
てくる。 
※ただし，これは，教室のタブレットでしか
出てきませんでした。職員室のパソコン
ではここからの作業はできません！！ 

⑥「背景を設定」をクリックして，右下の「チ
ェックマーク」をクリック。③と同じように
⑤で保存した画像をドラッグする。する
と，児童が勝手に操作できないようにな
ります。 

入れたい画像やワークシー
トは，スクリーンショットなど
しておいてください。 



 

 

 

  

 

 

★スタディネットの活用について★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

⑦あとは，自分のクラスルームで，作成した
「Jamboard」を投稿してください。 

寳迫先生曰く，
「Jamboard」の良さは，付箋
を使える所だそうです。児童が
気付きを書きやすいです。付箋
の大きさも変えられます。 
子どもたちも互いの意見や
考えを知ることができます。 

①スタディネットを選択し，「０ 開始」をクリ
ック。 

②必ず自分の担当でログインをしてくださ
い。 

③自分のクラスを選択し，右の「接続」をク
リックすることを忘れないように！！ 

④後は，自分が送信したい形式を選んで
「送信」！ 

⑤「一覧」を選択すると，児童の画像が見や
すくなります。再度書き直させたいとき
は，「リトライ」をクリックする。 

⑥何人かのスライドを選択して，「ピックアッ
プ」すると，比較がしやすいです。 

 次回は 1月２５日（火）１年２組 奥村先生が授業研究をしてくださいます。どうぞよろしくお願い致します。 


